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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 6,559 4.2 878 14.1 1,117 23.1 654 18.4
2022年3月期第3四半期 6,295 48.8 769 2,444.3 907 4,342.9 553 ―

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　749百万円 （28.2％） 2022年3月期第3四半期　　584百万円 （277.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 341.24 ―
2022年3月期第3四半期 289.86 ―

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第3四半期 20,718 9,780 47.1 5,072.11
2022年3月期 17,839 9,145 51.1 4,769.65
（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 9,756百万円 2022年3月期 9,124百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00
2023年3月期 ― 0.00 ―
2023年3月期（予想） 70.00 70.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,400 △5.0 920 △15.2 1,150 △16.2 670 △27.4 349.06

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名）
NIKKI AMERICA FUEL SYSTEMS,LL
C

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（当四半期連結累計期間における重
要な子会社の異動）」をご覧下さい。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 2,000,000 株 2022年3月期 2,000,000 株
② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 76,436 株 2022年3月期 87,036 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 1,919,442 株 2022年3月期3Q 1,908,958 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３） 連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、各種感

染症対策や行動制限の緩和により、緩やかに持ち直しの動きが見られたものの、急激な為替相場の変動や物価上昇

など、依然として予断を許さない状況が続いております。

　また、世界経済は、一部の地域では持ち直しの動きが見られたものの、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化に

伴う資源価格の高騰、欧米におけるインフレ加速に対応した政策金利の引き上げ、中国でのゼロコロナ政策の緩和

による感染再拡大の懸念等の不安定要因が並存しており、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の業績は、北米市場向け販売が堅調に推移したこと等によ

り、連結売上高は65億５千９百万円（前年同期比4.2％増加）となりました。

　損益につきましては、原材料コスト・物流コストの上昇等のマイナス要因があったものの売上高の増加や為替相

場が想定よりも円安基調で推移したこと等により、営業利益は８億７千８百万円（同14.1％増加）、経常利益は11

億１千７百万円（同23.1％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億５千４百万円（同18.4％増加）とな

りました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　ガス機器事業は、フォークリフト向け部品の販売は増加したものの、自動車向け部品の販売減少等により、売上

高は24億２千万円（同0.0％減少）、セグメント利益は３億３千２百万円（同5.2％減少）となりました。

　汎用機器事業は、主要マーケットである米国市場の販売増加等により、売上高は30億９千８百万円（同6.2％増

加）、セグメント利益は３億１千５百万円（同221.7％増加）となりました。

　自動車機器事業は、インド市場の販売増加やフォークリフト向けキャブレターの販売増加等により、売上高は６

億２千７百万円（同15.7％増加）となりましたが、電動系新商品の開発費の先行負担等もありセグメント損失は８

千２百万円（前年同期は５百万円の利益）となりました。

　不動産賃貸事業は、売上高は４億１千２百万円（同0.1％増加）、セグメント利益は３億１千２百万円（同0.5％

減少）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は207億１千８百万円と、前連結会計年度末と比べて28億７

千９百万円増加しました。主な増減項目は、建物及び構築物の増加（41億８千９百万円）、現金及び預金の増加

（15億１千万円）、建設仮勘定の減少（35億３千万円）であります。

（負債の部）

　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は109億３千８百万円と、前連結会計年度末と比べて22億４千

４百万円増加しました。主な増減項目は、長期借入金の増加（15億２百万円）、短期借入金の増加（５億７千４百

万円）であります。

（純資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は97億８千万円と、前連結会計年度末と比べて６億３千４百

万円増加しました。主な増減項目は、利益剰余金の増加（５億１千５百万円）であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年１月27日に「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表しましたとおり、通期の連結業績予想につきま

しては、売上高は北米市場向け販売が堅調に推移していること等により前回予想値を若干上回る見込みとなりまし

た。また、損益につきましては、売上高の増加や為替相場が想定よりも円安基調で推移したこと等により、営業利

益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益ともに前回予想値（2022年10月27日公表）を上回る見込みであり

ます。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,257,415 4,767,851

売掛金 1,313,498 1,418,172

電子記録債権 416,000 373,863

商品及び製品 1,255,332 1,639,621

仕掛品 1,161,657 1,160,732

原材料及び貯蔵品 78,285 90,025

その他 529,251 868,326

貸倒引当金 △11,307 △10,213

流動資産合計 8,000,134 10,308,378

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,331,385 6,520,760

機械装置及び運搬具（純額） 682,518 625,164

建設仮勘定 4,582,516 1,051,975

その他（純額） 578,851 634,250

有形固定資産合計 8,175,272 8,832,151

無形固定資産 53,184 54,633

投資その他の資産

投資有価証券 1,558,562 1,411,186

その他 52,021 112,413

投資その他の資産合計 1,610,584 1,523,599

固定資産合計 9,839,041 10,410,384

資産合計 17,839,176 20,718,763

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 199,410 636,090

電子記録債務 389,550 348,640

短期借入金 2,441,740 3,015,856

未払法人税等 349,708 305,480

賞与引当金 149,264 75,412

本社移転費用引当金 － 248,207

設備関係支払手形 2,002,190 1,378,750

その他 332,860 740,514

流動負債合計 5,864,723 6,748,951

固定負債

長期借入金 1,448,260 2,950,850

退職給付に係る負債 527,597 421,199

その他 853,222 817,582

固定負債合計 2,829,079 4,189,631

負債合計 8,693,803 10,938,582

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 49,175 49,175

利益剰余金 7,750,913 8,266,044

自己株式 △205,496 △180,469

株主資本合計 8,094,592 8,634,750

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 822,969 720,272

為替換算調整勘定 161,701 366,099

退職給付に係る調整累計額 44,912 35,413

その他の包括利益累計額合計 1,029,583 1,121,784

非支配株主持分 21,196 23,645

純資産合計 9,145,372 9,780,180

負債純資産合計 17,839,176 20,718,763
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 6,295,167 6,559,769

売上原価 4,515,188 4,469,278

売上総利益 1,779,978 2,090,490

販売費及び一般管理費 1,010,457 1,212,220

営業利益 769,521 878,269

営業外収益

受取利息 8,941 15,342

受取配当金 41,536 44,633

為替差益 108,041 198,654

その他 22,996 13,021

営業外収益合計 181,516 271,652

営業外費用

支払利息 23,338 32,342

支払手数料 20,000 －

その他 0 6

営業外費用合計 43,338 32,348

経常利益 907,699 1,117,573

特別利益

固定資産売却益 243 391,444

特別利益合計 243 391,444

特別損失

固定資産除売却損 47,191 114,127

環境対策費 24,140 34,380

本社移転費用引当金繰入額 － 248,207

本社移転費用 － 161,719

特別損失合計 71,331 558,434

税金等調整前四半期純利益 836,611 950,582

法人税等 283,901 292,514

過年度法人税等 － 3,042

四半期純利益 552,710 655,025

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△626 39

親会社株主に帰属する四半期純利益 553,336 654,985

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 552,710 655,025

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △54,576 △102,697

為替換算調整勘定 96,941 206,806

退職給付に係る調整額 △10,483 △9,499

その他の包括利益合計 31,881 94,610

四半期包括利益 584,592 749,635

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 586,125 747,186

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,533 2,449

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　第１四半期連結会計期間より、2022年１月１日付で当社の連結子会社でありますNIKKI AMERICA,INC.を存続会社

とし、当社の連結子会社でありましたNIKKI AMERICA FUEL SYSTEMS,LLCを消滅会社とする吸収合併を行っておりま

す。これにより、第１四半期連結会計期間からNIKKI AMERICA FUEL SYSTEMS,LLCを連結の範囲から除外しておりま

す。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（単位：千円）

ガス機器
事業

汎用機器
事業

自動車機
器事業

不動産賃
貸事業

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)

売上高

日本 1,757,392 272,499 373,747 － 2,403,639 － 2,403,639

米国 188,954 2,480,859 7,321 － 2,677,134 － 2,677,134

中国 65,405 135,729 502 － 201,637 － 201,637

韓国 108,322 27,856 827 － 137,005 － 137,005

その他 301,789 1,276 160,206 － 463,272 － 463,272

顧客との契約から生

じる収益
2,421,864 2,918,220 542,604 － 5,882,690 － 5,882,690

その他の収益 － － － 412,477 412,477 － 412,477

外部顧客への売上高 2,421,864 2,918,220 542,604 412,477 6,295,167 － 6,295,167

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,421,864 2,918,220 542,604 412,477 6,295,167 － 6,295,167

セグメント利益 350,783 98,154 5,977 314,606 769,521 － 769,521

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれん発生益の認識は

ありません。
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（単位：千円）

ガス機器
事業

汎用機器
事業

自動車機
器事業

不動産賃
貸事業

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)

売上高

日本 1,862,548 101,545 401,155 － 2,365,249 － 2,365,249

米国 292,720 2,829,183 7,633 － 3,129,538 － 3,129,538

中国 104,323 155,193 683 － 260,201 － 260,201

韓国 61,839 7,103 548 － 69,491 － 69,491

その他 99,282 5,336 217,743 － 322,361 － 322,361

顧客との契約から生

じる収益
2,420,715 3,098,363 627,763 － 6,146,842 － 6,146,842

その他の収益 － － － 412,927 412,927 － 412,927

外部顧客への売上高 2,420,715 3,098,363 627,763 412,927 6,559,769 － 6,559,769

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,420,715 3,098,363 627,763 412,927 6,559,769 － 6,559,769

セグメント利益又は損

失（△）
332,470 315,802 △82,920 312,918 878,269 － 878,269

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれん発生益の認識は

ありません。
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